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2はじめに

◼ 第98回本委員会（2024年6月21日）において、2024年度以降の状況変化（調整力調達の変化、系統混雑
の進展等）を踏まえて、制度と運用が両立した最適な運用容量等の在り方を目指し、将来の運用容量等の在り方
に関する作業会（以下、「運用容量等作業会」という。）を本委員会の下に設置した。

◼ 運用容量等作業会では、これまで計4回に亘り、一般送配電事業者の協力も得ながら、主要な論点（系統特性
定数・フリンジ等）の洗い出し・整理や、新たに顕在化した課題（負荷制限・EPPS等）の対応についての検討を
行ってきたため、今回、これまでの取り組み状況（進捗）についてご報告する。



3（参考） 将来の日本の電力系統における状況変化

出所）第98回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年6月21日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf


4（参考） 将来の運用容量等の在り方に関する作業会の検討体制

出所）第98回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年6月21日）資料2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf


5（参考） 作業会での検討スケジュールイメージ

出所）第98回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会（2024年6月21日）資料2をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf

今回の
ご報告
範囲

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/2024/files/chousei_98_02.pdf


6（参考） これまでの開催実績について

第1回（2024年7月19日）
（1）作業会の設置や進め方等について
（2）運用容量等に関する基本的事項について

第2回（2024年8月29日）
（1）周波数維持に用いる系統特性定数等について
（2）系統混雑に対応したフリンジに関する検討の方向性について
（3）制約要因一覧等を踏まえた今後の主要論点について

第3回（2024年10月10日）
（1）変動性再エネ大量導入が運用容量等に与える影響について
（2）緊急時の負荷制限の織り込みに関する検討の方向性について
（3）EPPSの動作確実性向上に向けた検討について

第4回（2024年12月5日）
（1）緊急時の負荷制限の在るべき姿と個別織り込みの検討状況について
（2）将来の状況変化を踏まえた系統特性定数の必要性について
（3）各制約要因における限界潮流・フリンジ算出方法の実態について



7目次

１．主要な論点の洗い出し・整理

２．新たに顕在化した課題対応

３．まとめと今後の進め方

（参考）詳細な検討内容について



8目次

１．主要な論点の洗い出し・整理

２．新たに顕在化した課題対応

３．まとめと今後の進め方

（参考）詳細な検討内容について



9運用容量に関する実態把握と論点整理

◼ 運用容量とは、電力系統を安定運用する（設備故障時に供給・発電支障や設備寿命影響を最小限に留める）
ための、熱容量・同期安定性・電圧安定性・周波数維持それぞれの制約要因を全て満たす限界潮流値を指す。

◼ 一方、「どのような条件で算出するか※1」「どのような故障様相を想定するか（クライテリア）」「限界潮流超過リスク※2

への対応はどうするか」等については、地域間連系線と各地内系統で様々な考え方があるため、まずはそれらの実態
把握と論点整理を進めているところ。

出所）第1回運用容量検討会（2024年5月16日）資料1を参考に作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2024/files/2024_1_1.pdf
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当該流通設備に流すことのできる潮流の範囲

※1 周波数維持における算出条件の一つが「系統特性定数（系統容量に掛け合わせることで運用限度等を算出する）」に該当する。
※2 混雑系統において、調整力発動や需要変動等があった（フリンジが発生した）際に、一時的に超過してしまうリスクを指す。

算出条件について（ex.系統特性定数）

限界潮流超過リスク対応について

どういった故障様相がN-1,N-2故障なのか？
不安定の際の対応の考え方は？ など

想定故障（クライテリア）について

https://www.occto.or.jp/iinkai/unyouyouryou/2024/files/2024_1_1.pdf


10実態把握の状況について①

◼ 限界潮流は、算出方法（需要・電源稼働により決定する潮流や電圧、故障想定、結果の判定方法等）によって
算出結果が大きく異なることから、地内系統も含めた算出方法（条件）の実態調査も進めているところ。

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


11（参考） 運用容量等作業会でいただいたフリンジに関するご意見

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料3をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_03.pdf
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◼ 同期安定性・電圧安定性に関する実態調査の結果、「算出方法（条件）を厳しめにする」ことでリスクを考慮する
考え方、「限界潮流からフリンジを控除する」ことでリスクを考慮する方法、これらの様々な組合せ（2×2=4通り）が
確認された。（クライテリア（想定故障等）については、並行して実態把握を実施中）

◼ 上記を踏まえて、今後、再エネが大量導入し、不特定多数の箇所で系統混雑が発生する将来に向けて、どのような
算出方法が合理的か、また、フリンジによる限界潮流超過リスクへの対応をどうするか検討を進めていくこととした。

実態把握の状況について②（同期安定性・電圧安定性）

※ 図表中、ピンクのハッチング箇所が、それぞれの方法でリスクを考慮している箇所に該当。

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


13

◼ また、周波数維持に関する実態調査の結果、こちらも「系統特性定数を用いない運用」・「系統特性定数を用いる
運用」など様々な考え方（違い）が確認された。

◼ これらの違いの本質的な意味（特質）を整理した結果、実態に即したシミュレーション環境の更新（チューニング）
を行い、将来の状況変化（調整力確保状況や負荷特性変化等）に柔軟に対応できる環境を整えることが重要で
あり、中西エリアではそれらの環境がまだ完全には整っていないという本質的な課題が明らかになった。

◼ 上記を踏まえて、今後、再エネが大量導入し、調整力確保状況や負荷特性等が変化する将来に向けて、どのように
対応していくか（シミュレーション環境を整えていくか）、また、現在の系統特性定数を用いた周波数維持限度値の
算出方法や限界潮流超過リスクへの対応が妥当かについて検討を進めていくこととした。

実態把握の状況について③（周波数維持）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_04.pdf

東北・東京エリア（系統特性定数を用いない運用） 中西エリア（系統特性定数を用いる運用）

特徴
各断面における周波数低下状況をシミュレーションにより把握可能
（電源脱落事故時の周波数低下状況をシミュレーションにより再現
することで妥当性を確認）

各断面における周波数低下状況をシミュレーションにより把握可能
（現在は、単一の系統特性定数（固定カーブ）を用いており、
妥当性は事故の最下点より評価）

緊急時
（N-2）

UFRが動作するような過酷ケースにおいて、夜間帯、昼間帯等の
発電機状況を模擬したうえで、確実に動作し、かつ負荷制限後の
周波数上昇等の虞がない適切な整定値を算出し、整定

系統安定化装置で負荷制限量を事前演算するにあたり、単一の
系統特性定数（固定カーブ）を用いて算定（ロジックの複雑性回避
の観点）

作業時
（N-1）

N-1故障で供給支障を出さないよう、作業時断面の発電機状況を
模擬したうえで、潮流調整やGF追加要否を算定

N-1故障で供給支障を出さないよう、単一の系統特性定数（固定
カーブ）により無制御限界潮流を算定の上、潮流調整（保安ポンプ
という手段も存在）

将来の
状況変化
への対応

調整力確保状況（発電機モデルや並列状況）の変化、実績
合わせ（チューニング）による負荷モデルの変化など、比較的柔軟
に対応可能

発電機周波数特性が「代表プラント＋GF容量3%」、負荷周波数
特性が「3.33%MW/Hz」という条件のモデルしかなかったため、将来
の状況変化に対しては新たにモデルを構築し現在対応中

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_04.pdf


14（参考） 運用容量等作業会でいただいた系統特性定数に関するご意見

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料4をもとに作成
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_04.pdf


15作業会における主要論点の整理

◼ 前述の実態把握や、変動性再エネ大量導入における運用容量への影響等を踏まえ、作業会における主要論点に
ついて下表のとおり整理したところ、引き続き、これらを元にして深掘り検討を進めていくこととしたい。

大項目 中項目 No. 論点

共通

クライテリア（想定故障等） 1-1-1 N-1,N-2故障の具体的様相や社会的影響の考え方の違いは妥当か

フリンジ
1-2-1 各決定要因におけるフリンジの取り扱いをどうするか

1-2-2 地域間連系線とエリア内送電線のフリンジの取り扱いを統一することが可能か

緊急的な運用容量拡大 1-3-1 地内混雑の進展を見据え、地内系統における緊急的な運用容量の拡大スキームが必要かどうか

熱
短時間容量 2-1-1 地内送電線へ適用している短時間容量を地域間連系線へ適用できない理由は何か

電源制限 2-2-1 N-1電制量上限の考え方は妥当か

同期
安定性

中西安定度 3-1-1 中西θを運用容量の新たな制約として追加する必要があるか

電源制限 3-2-1 電制対象箇所の考え方の整理が必要か

低下補填 3-3-1 将来的な同期安定性の低下を補う方策は何か

電圧
安定性

算出・判定方法・低下補填 4-1-1 電圧安定性の妥当な算出方法・評価方法・補う方策は何か

電源制限 4-2-1 電制対象箇所の考え方の整理が必要か

周波数
維持

EPPS 5-1-1 周波数品質を踏まえ、考え方の見直しやその影響評価が必要かどうか

負荷制限 5-2-1 N-2故障時に負荷制限を織り込まないことの（EUE算定への影響も含めて）理由は何か

電源制限 5-3-1 電制対象箇所の考え方の整理が必要か

系統特性定数

5-4-1 系統特性定数を用いた算出方法・判定方法・補う方策は妥当か

5-4-2 調整力調達の在り方や系統構成、周波数制御方式が変化していく中でも系統特性定数は必要か

5-4-3 調整力必要量の見直しや負荷特性の変化等を踏まえ、系統特性定数の再算定が必要か



16（参考） 変動性再エネ大量導入が運用容量等へ与える影響について

◼ 変動性再エネ大量導入が運用容量等に与える影響について、各制約要因ごとに整理した結果、これらを踏まえた
合理的な算出方法、また、運用容量低下が顕在化した場合に補う方策の検討も併せて実施していくこととした。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料3をもとに一部修正
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_03.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_03.pdf
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大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

共通

クライテリア
（想定故障等）

1-1-1
想定故障や社会的影響
の考え方の違いは妥当か

現行のクライテリア（信頼度基準）においては、N-1故障では原則、発電・供給支障を発生
させないこと（ただし、電制は許容）、N-2故障では発電・供給支障を許容しているが、社会的
影響を鑑み、必要に応じて対策を講じることとしている。
この点、各エリアにおいて、具体的にどういった故障をN-1故障と定義しているのか（例えば母線

事故や同相欠相事故は含まれるのか）、また、N-2故障の対策として、どこまでの社会的影響に
講じているのか、エリア間で違いがある場合には、その理由が合理的なものか検討する。
➢ 今後、各エリアの現行の考え方を確認のうえ、エリア間の違いの理由の妥当性を確認

その結果、考え方を見直すことによる影響があれば、技術動向も含め対策を検討

フリンジ

1-2-1
各決定要因における
フリンジの取扱い

地域間連系線とエリア内送電線で同様の考え方とする（フリンジで対応する）にあたり、まず
もって地域間連系線のフリンジの取り扱いに、見直しの余地がないかを再確認する。
地域間連系線では、同期安定性および電圧安定性のみ限界潮流からフリンジを控除している

が、他の制約要因（熱容量等、周波数維持）に織り込んでいないことを踏まえ、故障時の影響
や事故後の対応可否について深堀り検討し、必要により見直しを行ったうえで、エリア内送電線に
適用可能かを判断したい（論点No.1-2-2）。
➢ 第2回本作業会にて検討状況を報告（資料4）、次回以降見直し要否含め深掘り検討

1-2-2
連系線と地内送電線で
の取扱い統一可否

同時市場導入検討においては、地域間連系線とエリア内送電線のフリンジの取り扱いを統一
する方向性が示されたものの、実際に考え方を統一することが可能かの検討が必要である。
現在フリンジを考慮していないエリアにおいて、地域間連系線や他エリアと異なる理由について

深掘りを行い、場合によっては未考慮側に合わせることも選択肢とし、合理的な取り扱いについて
整理していくこととしたい。
➢ 第2回本作業会、第4回での報告内容を踏まえ、今後合理的な算出方法等の整理を行う

また、一般送配電事業者と共に統一することの影響評価を行い、検討結果を報告する

緊急的な
運用容量拡大

1-3-1
地内系統の緊急拡大
スキーム整理が必要か

地域間連系線では、N-0（設備健全時）において、需給ひっ迫に伴う計画停電等のおそれが
ある場合には、N-1故障・N-2故障時の供給信頼度低下を許容した緊急的な運用容量の拡大
が認められているが、地内系統における緊急拡大の考え方は整理されていない。
地内系統においても、今後の系統混雑の進展に伴い、需給ひっ迫時においても供給力が制限

されることが懸念されるため、地内運用容量を緊急的に拡大できる仕組み（適用基準、承認者、
拡大までのスキーム、情報公表、事後検証など）の整理が必要ではないか。
➢ 今後、地域間連系線における緊急拡大スキームの考え方や仕組みを紹介した上で、地内

系統の緊急拡大スキームの整理結果を報告

（参考） 作業会における詳細論点（１．共通）
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大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

熱

短時間容量 2-1-1
連系線へ短時間容量を
適用できるか

現在、地域間連系線においては、連続容量超過時に短時間で潮流調整が困難であることから、
連続容量を熱容量としている（本四連系線は短時間可能時間が4Hと長いため、下げ代不足時
や夏季に限り短時間も採用されている）。今後、同時市場（次期中給）になれば、緊急時
SCED機能により5分以内に潮流調整可能となることを踏まえれば、地域間連系線にも短時間
容量を適用することが可能となるかどうか。
➢ 今後、次期中給で具備される機能紹介、および当該機能を活用することによるN-1故障

（2ルート連系の場合、N-2故障）時の短時間での潮流調整の実現性を報告

電源制限 2-2-1
N-1電制量上限の
考え方は妥当か

N-1電制量を常時周波数変動（0.2Hz）に納める案が第28回広域系統整備委員会にて
示された後、「流通設備の整備計画の策定（送配電等業務指針 第55条関連）における
N-1電制の考え方について」で定めているが、0.2Hz以内でなければならない理由はあるか。
また、エリア予備率を考慮する案も示され、同様に定められているが、単機最大脱落がどのエリア

でも発生すると思えば、電制後のエリア予備率確保による上限も不要となるか。
➢ 今後、過去の整理の経緯・背景を踏まえ、現状や将来の状況変化を見据えた場合にこれらの

考え方の変更要否を整理し、報告

（参考） 作業会における詳細論点（２．熱容量制約）
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大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

同期
安定性

中西安定度 3-1-1
中西θを運用容量の
制約へ追加すべきか

中西60Hz系統は長距離くし形系統であり、東向き潮流の重潮流化で同期安定性が不安定
になりやすい傾向（西系統の送電線N-2事故や中系統の電源脱落事故が発生すると系統間
脱調に至る可能性）がある。上記事象を防止するため、中西θ（九州の西側ノードから中国の
東側ノードまでの位相差）が上限（限界値）に至らないように監視しており、超過時には持替え
運用を行っている実態がある。

一方、持替え運用は混雑処理（再給電）と同義であり、同時市場においてはSCUCで一括
処理することが効率的と考えられるところ、中西θという指標を、新たな運用容量の考え方とすべく、
管理方法やSCUCへの組み込み方等について検討を進める必要がある。
➢ 今後、中西地域における中西Θを考慮した運用実態（必要性）を紹介いただいた上で、

事務局にて運用容量の制約要因とする場合の考え方（管理方法等）を整理・検討する

電源制限 3-2-1
電制対象箇所の考え方
の整理が必要か

熱容量と異なり効果が一律でないため、同期安定性の場合には、最も遮断量が小さい箇所が
妥当か等の整理が必要か。
➢ 今後、同期安定性制約拡大を目的とした電制を設置している一般送配電事業者の考え方を

確認し、整理が必要な場合には、その整理結果を報告する

低下補填 3-3-1
将来的な同期安定性の
低下を補う方策はあるか

将来的な再エネ大量導入等に伴い、電力系統内の非同期電源比率が高まることで、中期的な
運用容量への影響（運用容量低下）が顕在化し得る可能性が調整力等委で報告されている
ことを踏まえ、当該影響を補う方策についての検討が必要か。
➢ 既存の技術で効果的と考えられる電源制限装置等を活用した対策効果の見通しについて、

次回以降、本作業会にて報告する。

（参考） 作業会における詳細論点（３．同期安定性）
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大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

電圧
安定性

算出・判定
方法・低下補填

4-1-1
電圧安定性の妥当な
算出方法・評価方法・
補う方策は何か

関西中国間連系線では、電圧安定性が運用容量の決定要因となっており、その限界潮流の
判断基準をL法（電圧0.9PU）で評価していることの妥当性（故障後の二次系統電圧の回復
による低め解への移行や調相資源の投入等を摸擬できないため、一定程度尤度を持たせたうえ
での0.9PUとも考えられる）を説明できるかどうか。
地内の電圧安定性の判定方法として、V法など他の計算ツールを用いているエリアもあることから、

判定方法の違いについて、現在、送配電網協議会にて調査を進めている、負荷の電圧特性等も
踏まえた合理的な説明ができるか。
また、将来的な短絡容量低下に伴う、非同期（インバータ）電源解列の可能性が示唆されて

いることを踏まえ、合理的な算出方法の整理、および、これら整理の結果として運用容量が低下
した場合にそれを補う方策の検討も必要か。
➢ 今後、各エリアの判定方法の違い（L法、V法等）を把握した上で、負荷の電圧特性等を

勘案し、算出・評価方法として妥当な説明が可能かについて整理結果を報告
その上で、運用容量が低下する場合には、それを補う方策について検討結果を報告する

電源制限 4-2-1
電制対象箇所の考え方
の整理が必要か

熱容量と異なり効果が一律でないため、電圧低下の著しい箇所から離れた電源が妥当か等の
整理が必要か。
➢ 今後、電圧安定性制約拡大を目的とした電制を設置している一般送配電事業者の考え方

を確認し、整理が必要な場合には、その整理結果を報告する

（参考） 作業会における詳細論点（４．電圧安定性）
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大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

周波数
維持

EPPS 5-1-1
考え方見直し（影響
評価）が必要か

EPPSを確実に動作させるために、新FC以外のFCにおいても周波数逆転を許容しない考え方
（整定）を見直す必要があるか。また、考え方の変更にあたっては、EPPS送電後の健全側の周
波数低下による影響をシミュレーション等で精緻に評価する必要があるか。
➢ 今後、周波数品質の悪化を踏まえ、見直すことの必要性を整理のうえ、見直す場合には、

その影響や設備側の整定変更要否について検討結果を報告

負荷制限 5-2-1
N-2故障時に負荷制限
を織り込まない理由とは

現行の関門連系線（九州向き）は周波数制約（無制御）で決まっており、PV不要脱落も
相まって運用容量が相当小さく、卸（kWh）取引の変化やEUE（kW）評価において、九州
向けが分断するケースも散見され、追加の社会コストがかかる等、課題が顕在化し始めている。
負荷遮断の織り込みで解決する課題とも考えられるため、具体的な拡大方策の検討が必要か。
➢ 今後、負荷制限が織り込まれていない箇所（関門連系線の九州向き等）について、社会的

便益（≒EUE評価結果への影響）等も踏まえた織り込み要否等について検討する

電源制限 5-3-1
電制対象箇所の考え方
の整理が必要か

周波数上昇系統で効果は一律と考えられるものの、熱容量と同じ電制対象箇所の考え方で
問題ないか整理が必要か。
➢ 今後、周波数上昇制約拡大を目的として電制を設置している一般送配電事業者の考え方

を確認し、整理が必要な場合には、その整理結果を報告する

系統特性定数

5-4-1
系統特性定数を用いた
算出方法・判定方法・
補う方策の妥当性

系統特性定数を用いて周波数上昇・低下限度を算出（判定）する場合、平常時（N-0）
と緊急時（N-2）の算出方法の違いや、過渡的な周波数上昇の扱い等のエリア毎の違いの
妥当性を深堀り検討する必要があるか。

また、将来的なRoCoFの増加、短絡容量低下に伴う、非同期（インバータ）電源解列の
可能性が示唆されていることを踏まえ、将来的な周波数維持制約の合理的な算出方法の整理、
および、これら整理の結果として運用容量が低下した場合にそれを補う方策の検討も必要か。
➢ 今後、算出方法・判定方法の妥当性について、検討結果を報告。その上で、運用容量が

低下する場合には、それを補う方策について検討結果を報告する

5-4-2 系統特性定数の必要性

系統特性定数に関する前提（調整力調達の在り方）が変化している一方で、系統の構成や
周波数制御方式も変化していく中、そもそも系統特性定数が、今後も必要かどうかについても、
平常時（N-0）、作業時（N-1）、緊急時（N-2）の事象毎に検討する必要があるか。
➢ 第2回作業会における事業者プレゼン内容を踏まえ、今後、系統特性定数の必要性について、

検討結果を報告

（参考） 作業会における詳細論点（５．周波数維持）（１／２）



22

大項目 中項目 No. 論点 概要（背景、検討の進め方）

周波数
維持

系統特性定数 5-4-3
状況変化による系統特
性定数の再算定

仮に、系統特性定数が将来的にも必要となった場合、調整力調達の在り方の変化による一次
調整力がエリア需要の3%を下回る可能性や、負荷側においては拡大するインバータ需要による
負荷特性が変化している可能性が予想されることを踏まえ、系統特性定数の再算定の必要性に
ついて検討する必要があるか。
➢ 今後、負荷特性も含めた状況変化を踏まえた再算定の方法（検証の進め方）について検討

を行い、再算定を行う場合には、机上だけでなく実績との突合せ等含めた結果を報告

（参考） 作業会における詳細論点（５．周波数維持）（２／２）
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24新たに顕在化した課題

◼ また、足元で市場分断等が発生している地域間連系線に対する負荷制限適用（それに伴う運用容量拡大）や、
昨今の周波数滞在率悪化を踏まえたEPPSの動作確実性向上など新たに顕在化した課題に対する対応も実施。

中部エリア

中国エリア

四国エリア

九州エリア

沖縄エリア
東京中部間連系設備
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↑熱容量等
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↓熱容量等
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↓熱容量等

←同期安定性

↑熱容量等

↓同期安定性
↓熱容量等

←周波数制約

→周波数制約

←同期安定性

→周波数制約

東京エリア

飛騨信濃FC

新信濃FC

佐久間FC

東清水FC

東北エリア
北陸エリア

北海道エリア

関西エリア

：交直変換所

：周波数変換所

新たに顕在化
した課題①

新たに顕在化
した課題①

新たに顕在化
した課題②



25（参考） 足元で市場分断等が発生している地域間連系線

◼ 足元の状況として、中部関西間連系線（中部向き）では2023年度における卸電力（kWh）市場の分断率が
大幅に上昇（夏季においては6～7割）している、また、中国九州間連系線（九州向き）では容量（kW）市場
の約定処理において九州エリアが約定処理過程で信頼度未達になっている状況であった。

◼ これら二つの運用容量は周波数維持制約で決まっており、仮に、負荷制限の織り込み方法を変えることが出来れば、
運用容量拡大（それに伴う市場分断率下落や供給信頼度（EUE）改善）にも繋がり得る。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料4
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_04.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_04.pdf


26（参考） 至近の周波数滞在率悪化を踏まえたEPPSへの影響

◼ 近年、主に中西地域では周波数±0.1Hz滞在率が低下しており、周波数変換装置（FC）のEPPSについては、
健全側動作条件がー0.1Hz以上に設定されているため、EPPS起動条件を満たさない確率が上がっている状況。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_05.pdf


27新たに顕在化した課題対応①（１／２）（負荷制限の在るべき姿の整理）

◼ 負荷制限の在るべき姿について、まずは基本的な考え方（地域間連系線と地内系統について、本質的な考え方を
区別することなく議論する等）や、制度的・技術的な論点について整理を行った。

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf


28（参考） 運用容量等作業会でいただいた負荷制限に関してのメンバーからのご意見

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf


29新たに顕在化した課題対応① （２／２） （個別織り込みの検討）

◼ また、個別連系線（中部関西間（中部向き）・中国九州間（九州向き））に関する検討状況として、関係する
一般送配電事業者（中部電力PG、九州電力送配電）から、以下の通り、検討状況を報告いただいた。

➢ 中部関西間（中部向き）：太陽光による逆潮流の影響を受けにくい平日の夜間帯に+20～50万kWほど拡大が可能

➢ 中国九州間（九州向き）：新たに負荷側UFRを活用することで、点灯帯を中心に+10～60万kWほど拡大が可能

◼ 上記検討結果を踏まえて、運用容量拡大の手続きならびに供給信頼度（EUE）評価への反映については、運用
容量検討会や本委員会とも連携の上、可能な限り、早急に進めていくこととした。

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-3
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_03.pdf

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-2
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_02.pdf

中部関西間連系線（中部向き）運用容量拡大の検討について 中国九州間連系線（九州向き）運用容量拡大の検討について

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_03.pdf
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_02.pdf
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◼ 周波数変換装置（FC）のEPPS動作確実性向上のために、まずは常時の周波数調整目標を±0.2Hz以内として
運用していることを考慮し、健全側起動条件の整定値を見直す（－0.1Hz以上⇒－0.2Hz以上）方向で検討を
進めているところ。

◼ 今後、周波数シミュレーションを行い、健全側への影響を確認した後に、整定見直しの方向性を提示する予定。

出所）第3回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年10月10日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_05.pdf

新たに顕在化した課題対応②（EPPS動作確実性向上の検討）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_3_05.pdf
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32まとめと今後の進め方

◼ 7/19の運用容量等作業会発足からこれまでにおいて、一般送配電事業者にも協力頂きながら、系統特性定数や
フリンジといった主要な論点の実態把握・論点整理に加えて、負荷制限・EPPSといった新たに顕在化した課題への
対応についても検討を行ってきた。

◼ 今後、系統特性定数（算出方法・判定方法・低下補填対策の妥当性や再算定等）やフリンジ（各制約要因毎
の取り扱いや合理的な限界潮流の算定方法等）をはじめ、これまでまとめた論点について、引き続き、一般送配電
事業者と連携をとりながら検討を進めていくこととし、適宜、本委員会にも検討状況をご報告することとしたい。

2024年度 2025年度～

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

検討
スケジュール

（案）

★
第１回
(7/19)

① 主要な論点の洗い出し・整理
（系統特性定数・フリンジ）

② 将来に向けた詳細検討
（足元の運用への導入要否含む）

③ 新たに顕在化した課題対応

★
第2回
(8/29)

★
第3回
(10/10)

★
第4回
(12/5)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

★運用容量等作業会
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１．主要な論点の洗い出し・整理

２．新たに顕在化した課題対応

３．まとめと今後の進め方

（参考）詳細な検討内容について
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◼ 第1回運用容量等作業会において、今後の論点整理にあたっての運用容量等に関する基本的事項として、まずは
熱容量・同期安定性・電圧安定性・周波数維持といった運用容量を決定する制約要因毎に満たすべきクライテリア
や違反時の影響、電源制限等の拡大対策についての概要をまとめた。

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

（参考） 運用容量等に関する基本的な事項について

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


35（参考） クライテリアについて

◼ 一般送配電事業者の協力の元、各地内系統の主要制約一覧を作成するとともに、クライテリア（想定故障等）に
関する基本的な考え方の調査を行った。

◼ 今後、確認された内容について更に深堀り検討を行い、クライテリア（想定故障等）の違いについても、合理的な
取り扱いについて整理を進めていく。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_05.pdf


36（参考） 熱容量制約の概要について（１／２）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


37（参考） 熱容量制約の概要について（２／２）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


38（参考） 同期安定性制約について（１／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


39（参考） 同期安定性制約について（２／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


40（参考） 同期安定性制約について（３／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


41（参考） 電圧安定性制約について（１／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


42（参考） 電圧安定性制約について（２／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


43（参考） 電圧安定性制約について（３／３）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


44（参考） 周波数維持制約について（１／２）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


45（参考） 周波数維持制約について（２／２）

出所）第1回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年7月19日）資料6
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_1_06.pdf


46

◼ 第2回運用容量等作業会において、今後、系統特性定数に関する検討を進めるにあたり、一般送配電事業者の
協力のもと、まずは現状の系統特性定数の実態把握を行った。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf

（参考） 系統特性定数の実態について（１／４）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf


47（参考） 系統特性定数の実態について（２／４）

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf
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◼ 上昇側の系統特性定数は、単独エリアごとに考え方が異なり、火力プラントの安定運転可能周波数を上限とする考
え方や、エリア間の連系分離周波数から過渡周波数上昇実績値を控除した周波数とする考え方等があった。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf

（参考） 系統特性定数の実態について（３／４）

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf


49（参考） 系統特性定数の実態について（４／４）

◼ その他、想定する発電機並列状況を模擬したシミュレーションを行うことで、固有の系統特性定数を用いずに周波数
維持の運用をしている※エリア（東京・東北）も確認された。

※ LFCモデルや負荷周波数特性には固有の系統特性定数を使用している。

出所）第2回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年8月29日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_2_03_01.pdf


50（参考） 限界潮流・フリンジ算出方法の実態について（１／４）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


51（参考） 限界潮流・フリンジ算出方法の実態について（２／４）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


52（参考） 限界潮流・フリンジ算出方法の実態について（３／４）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


53（参考） 限界潮流・フリンジ算出方法の実態について（４／４）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料5
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_05.pdf


54（参考） 負荷制限の基本的な考え方について（１／３）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf


55（参考） 負荷制限の基本的な考え方について（２／３）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf


56（参考） 負荷制限の基本的な考え方について（３／３）

出所）第4回将来の運用容量等の在り方に関する作業会（2024年12月5日）資料3-1
https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

https://www.occto.or.jp/iinkai/chouseiryoku/jukyuchousei/2024/files/unyouyouryousagyoukai_4_03_01.pdf

